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2.観測・解析
観測日時 ：2014年3月25日 19：30～20：50
観測機器 ：東京大学木曽観測所、105cmシュミット望遠鏡（フィルタ：Rバンド、偏光板）
観測天体 ： NGC2024、馬頭星雲、かに星雲(M1)
解析ソフト：すばる画像解析ソフト マカリィ・SAOImage

3.研究方法
1. 1つの角度に振動する光のみを通すフィルター「偏光板」を望遠鏡の開口部に装着
2. 偏光板を時計回りに0°→45°→90°→135°と傾けていき、それぞれの角度で対象の星雲を撮影
3. 撮影した星雲を測光、星雲の各領域の偏光度と偏光角を求め、偏光マップを作成
4. 偏光度の大きさに基づいて偏光の原因を推測
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1.研究目的
我々は、銀河学校2014に参加し、東京大学大学院理学系研究科付属天文学教育研究センター木曽観測所
にて「光にこめられたもう1つのメッセージ」というテーマで研究を行った。今回、3つの星雲から発さ
れる偏光の角度(偏光角)や強さ(偏光度)を調べ、星雲がどのような原因で光っているのかを研究した。
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＜ある領域の偏光度の求め方＞
測光の結果、全角度の中で

最大光度をもつ領域をAとする
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(図1)望遠鏡に取りつけた偏光板
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(図2)偏光板の原理



偏光の要因 減光 反射 シンクロトロン放射

偏光度 3％前後 10％前後 30％前後

偏光の特徴 磁場にそった塵によ
る偏光

反射面に平行となる
方向に偏光

磁場と垂直になる方向へ
強く偏光
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4.NGC2024
• 中心の偏光度P＜3％

→減光による偏光

• 周りの偏光度P＜10％

→反射による偏光

1点を取り囲むような分布のため、
光源は星雲の裏にある可能性がある

※線分の角度が偏光角、線分の長さが偏光度を

表す。オレンジは偏光度Pが未解析のもの。

5.馬頭星雲

• 馬頭星雲の縁に沿った方向に偏光
• 偏光度Pが2～7%程度
→反射による偏光

観測者から見て奥側に光源となる恒星が存在し、星雲の塵やガスに
反射しているものだと推測される。
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(図5) 偏光の向き別の画像(NGC2024)(図4) NGC2024の偏光マップ.

(図6) 偏光の向き別の画像(馬頭星雲)

(図3) 明るさと偏光の向きの比較

偏光の向き

(表1)偏光度と偏光要因の関係
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7.展望
本研究では、それぞれの星雲について作成した偏光マップ

を分析することにより星雲の発光状況について考察できた。
今後はより細かい調整角による観測を行い、さらに綿密な偏
光マップを作成し分析することで、星雲の状態や立体構造に
ついて調査したい。また、研究対象を星雲に限定せず、暗黒
物質の分布や密度、重力レンズ効果などを観測し、偏光の視
点から発光の原因を特定できる可能性もある。

光源が馬頭星雲の後ろにあり、
その光は馬頭星雲のふちにある

塵が散乱させている
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６.かに星雲
＜中心付近＞
• 偏光度Pが30%超え
• 偏光をそれぞれの偏光角と垂直になる線
で繋げると、星雲の磁場を表した磁力線
のような複数の楕円形

• かに星雲の中心には中性子星がある
→シンクロトロン放射による偏光

＜中央から離れた部分＞
• 中心付近と比べて偏光度が弱い
• 偏光角は中心付近で描いた楕円形に対応
しない
→反射光による偏光

――偏光度20％以上 ――磁力線
――偏光角90度付近

(図10)かに星雲の偏光マップ

(図9)偏光の向き別の画像(かに星雲)

(図8)馬頭星雲の偏光の模式図(図7)馬頭星雲の偏光マップ


